
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パパイイププイインンパパイイププ工工法法ににおおいいてて既既設設管管とと新新設設管管ととのの空空隙隙部部へへのの充充填填材材のの充充填填はは重重要要なな工工程程ののひひととつつでですす。。  

既既設設管管とと新新設設管管ととのの隙隙間間がが数数ｃｃｍｍとと小小ささいい場場合合もも多多くく、、充充填填用用のの注注入入孔孔のの間間隔隔もも数数十十メメーートトルルとと離離れれてていい

るる為為、、数数日日間間でで施施工工すするる際際はは、、前前日日のの充充填填材材にに継継ぎぎ足足しし充充填填すするる形形ととななりりまますす。。そそのの際際にに懸懸念念ととななるる充充填填

材材同同士士のの継継ぎぎ目目にに発発生生すするる可可能能性性ののああるるエエアアーー溜溜りりをを当当工工法法ににてて無無くくすす事事でで完完全全充充填填がが可可能能ととななりりまますす。。  

気気密密性性のの高高いい空空隙隙部部にに数数日日かかけけてて充充填填すするる際際はは  

当当工工法法をを使使用用すするる事事ででエエアアーー溜溜りりをを無無くくしし  

““完完全全充充填填””がが可可能能ととななりりまますす  

【【  工工  法法  フフ  ロローー  】】  

全全エエリリアア終終了了  

ままででルルーーププ  

既設管に通気材を設置する 

↓ 

新設管を設置する 

↓ 

最初の注入孔より 1日目の充填材を充填する 

↓ 

充填部の連通孔を削孔する 

↓ 

連通孔に真空装置・圧力検出器を設置する 

↓ 

システムを作動させ 2回目の充填材を充填する 

↓ 

エアー溜りの空気を抜き完全に充填させる 

（（  シシスステテムム使使用用あありり  ））  

１１回回目目のの充充填填完完了了  

隣隣接接すするる注注入入孔孔よよりり２２回回目目のの充充填填開開始始  

通通気気材材よよりりエエアアーーがが抜抜けけ完完全全充充填填がが可可能能  

２２回回目目のの充充填填  

通通  気気  材材  

←←  ←←  ←←  ←←  ←←  ←←  ←←  

（（  シシスステテムム使使用用ななしし  ））  

１１回回目目のの充充填填完完了了  

隣隣接接すするる注注入入孔孔よよりり２２回回目目のの充充填填開開始始  

空空気気がが密密閉閉さされれエエアアーー溜溜りりがが発発生生  

２２回回目目のの充充填填  

充充填填時時にに過過度度なな注注入入圧圧力力ををかかけけるる事事はは、、作作業業場場のの安安全全性性  

又又はは既既存存物物及及びび新新設設管管へへ負負荷荷がが掛掛かかりり大大変変危危険険でですす  

当当充充填填シシスステテムムはは充充填填性性をを向向上上ささせせるるだだけけででななくく          

安安全全性性・・既既存存環環境境へへもも配配慮慮ししたた工工法法でですす  

既既設設物物及及びび新新設設管管へへ負負荷荷がが掛掛かかりり大大変変危危険険でですす。。  

シシスステテムム  

稼稼働働  

【【  工工法法イイメメーージジ図図  】】  

PPGG シシスステテムム  

充充填填材材圧圧送送ホホーースス  

１１日日目目のの充充填填材材  ２２日日目目のの充充填填材材  
通通気気材材  


